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項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民

多様化するニーズに応えるた
め、来館者数を維持します。

開館日1日当たりの来
館者数（人）

120 77 84 99 89 第二次図書館ビジョン評価指
標
臨時休館、貸出延長終了を踏
まえR3年度の20%増を目標とす
る。

Ｃ：未達成

2 市民

　市民の身近な課題を解決
するためレファレンス（調査・相
談）サービスの充実と周知を図
ります。

レファレンス（調査相談）
件数（件）

486 784 1,114 1,150 1,342 第二次図書館ビジョン「ア市民
の生涯学習や課題解決を支援
します」
R3年度より微増の値を目標とす
る。

Ａ：達成（優）

3 市民

　自館の蔵書がより活用され
るよう定期的に展示替えを行
い、魅力ある書架づくりに努め
ます。

テーマ展示回数（回） 23 20 30 30 31 第二次図書館ビジョン「イ特色
ある地域づくりのために地域資
料を収集・活用します」
一般・児童を月1回、またミニ展
示を工夫し、R3 の大幅増大の
実績を維持する。

Ｂ：達成

4
人材
育成

　職員の職務遂行能力（専
門的能力・接遇）の向上を図
ります。

職員のスキルアップのた
めの研修への派遣及び
内部研修受講職員数
（人）

20 15 35 35 30 第二次図書館ビジョン「ア市民
の生涯学習や課題解決を支援
します」
各自、年4回の研修参加を目
標とし、R3実績を維持する。

Ｃ：未達成

地域のニーズに応じて、必要な資料を収集し蔵書の充実を図るとともに、魅力のある棚づくりを目指
します。
また、図書館ネットワークや蔵書を活用して利用・レファレンスの拡大を図ります。職員は研修により専
門的技術の向上に努めます。

旬の話題に関する資料を迅速に展示する等、利用者のニーズに添うことで利用促進に繋がりました。
相談しやすい環境を作り、確実に記録することでレファレンス件数が増加しました。
来館者数は目標に届きませんでしたが微増となったため、事業の実施やその広報を行うなど来館を促す取り組みにより更なる増加をめざします。
職員の専門的技術向上のため、研修に参加できる体制を整えます。

一般・児童の月１回の展示の他に、
法務局との連携による相続について
の展示や児童コーナーのミニ展示な
ど旬の話題に関する資料を紹介し、
目標を達成しました。

障害者サービスに関する研修など図
書館サービス向上のための研修を受
講しました。
対面による研修が徐々に増え、参
加意欲はあるものの開館業務を優
先的に行っていたため、未達成となり
ました。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

・各種研修会への参加

・利用者の依頼による調べ物
の調査援助や相談業務

・テーマ展示

R3実績より微増したものの目標は
達成できませんでした。

相談しやすい環境を整え、記録をも
れなくするよう心掛けたことで目標を
達成できました。

 図書館法第10条の規定に基づき、図書、記録その他必要な資料を収集・整理・保存して
市民の利用に供し、その学習、調査研究、レクリエーション活動等に寄与することを目的とし
ます。

当初予算（千円）

R5.7.30

主な事業等
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未達成理由
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